
議題・議事・発言等（要点記録）

会 議 名 第９回千郷地域協議会 公 開

日 時
令和元年１１月１３日（水）

午後７時００分～午後９時１０分
場 所

西部公民館

多目的ホール

出 席 者

（委員）

小林光治、今泉義徳、萩平博之、奥平俊、長瀬三平、鳥居重幸、

小林保洋、中尾文彦、中野克俊、渡邉力夫、伊藤五十人、藤田光利、

小山嘉之、鶴井良久、荏原徹、山本忠史、近藤武、渡邊万奈未、

平井幸枝、辻小百合、浅井泰博、浅賀詳隆、藤原義秋、玉井悦子、

岡山薫

（事務局）

企画部自治振興課 ：加藤課長、白頭主事

千郷自治振興事務所：鈴木所長、宮本主査

欠 席 者 （委員）近藤雅英、山本松宏 傍 聴 者 １名

配布資料

次第

【協議事項】

第１号議案 令和元年度千郷地域活動交付金事業計画変更について

①花・笑顔・ふれあう会 事業経過報告資料

②川田ふれ愛隊 事業経過報告資料

第２号議案 委員構成及び分科会の構成検討資料

第３号議案 地域の足の確保検討事業協議資料

【確認事項】

①地域活動交付金進捗状況資料

②スポーツバイクによる地域活性説明資料

③今後の地域協議会及び地域計画分科会の開催内容について、令和２年度

地域自治区予算事業計画（案）の検討資料

１ 開会

会長（荏原徹氏）より開会にあたり、本日の出席者数が定数に達している旨の説明

と、これに伴い本協議会が成立することの報告を行った。

会長あいさつ

会長が挨拶を行った後、次第に従い２協議事項の移る。

議事録署名者選出

議事に先立ち、会議録署名委員を会長より指名。

今回は「浅賀詳隆」委員、「藤原義秋」委員の２名を指名し、お願いすることとな

った。

２ 協議事項

第１号議案 令和元年度千郷地域活動交付金事業計画変更について

はじめに、花・笑顔・ふれあう会の申請代表である牧野氏、続いて川田ふれ愛隊の

申請代表者である森川氏より、それぞれ本年度の地域活動交付金採択事業について事



- 2 -

業経過報告及び今回の計画変更に関しその詳細等について説明がなされた。

さらに、それぞれの申請団体からの説明終了後、団体に対し質疑応答に移った。

＜「花・笑顔・ふれあう会」からの変更内容及び説明に対しての質疑応答＞

（計画変更内容）

当初の計画どおり、事業実施農地を耕しコスモスの種まき等を実施し、残すところ

生育管理を行って地域交流会を開催するところまでいたところ、管理をしている途中

に土地所有者が誤ってトラクターにより事業地を耕起してしまった。

この要因としては、コスモスの生育途中、雑草と見分けが付かなくなってしまい所

有者としては、まだ種まき前と勘違いし、種まき前の団体による作業負担を少しでも

軽減しようと良かれと思い耕起してしまった。

このことにより、通常の生育は望めない事、またコスモス畑を作り景観づくりとあ

わせて地域交流会を計画していたが、これも実施不可能となってしまった。

このため、団体としてはすべての申請を取下げ、一部概算払いにより受領した交付

金２００，０００円についても全額返金したいと考えている。

（質疑応答）

Q．次年度も本交付金事業により活動実施していく考えはありますか。
A．団体の構成員も高齢者が多く、今後の活動実施については皆で相談したい。
Q．地域の若い方は協力していただけないのですか。
A．今のところ声掛けや募集しているが、そうした方が現れていない。

＜「川田ふれ愛隊」からの変更内容及び説明に対しての質疑応答＞

（計画変更内容）

計画していた事業地への盛土が天候不順などにより大幅に遅れ、ふじばかまの適期植

え付けができなくなってしまった。

このため、肥料など入れ土作りをしたが、ふじばかまの植え付けの実施については次

年度に持ち越しすることとし、本年度は当初申請し計画の後半時期に予定している菜の

花の植え付け、開花等を通してこども園との交流会、また、その他の果樹数本の植え付

けのみを実施するように変更することとし、このことに伴い交付申請金額も大幅に減額

することを変更したいと考えている。

（質疑応答）

Q．今までにどのような活動及び現段階での経費支出額はどのくらいですか。
A．土作りやのぼり旗の作成、またチラシづくりなど実施してきた。また今までに役１

５万円程度の経費を支出している。

上記団体それぞれの説明と質疑応答終了後、２名の申請代表者には地域協議会会場よ

り退席していただき協議に移った。

≪花･笑顔・ふれあう会の変更内容に対する意見≫

・事務局に伺うが過去同様な案件はあるか。

事務局：過去に自然災害などで申請どおりできなくなったものがあったが、団体の招

いた事態でないことであったことから、返納ということにはならなかった事案であっ

たものと聞いている。

・実際に団体としては活動を実施していたわけであり、団体の責任ではないと考えら

れるため、団体が主張するような交付金のすべてを返納しなくても良いのでは無いか

と感じる。

・詳細説明の中で目的を達成することが不可能となったとの理由であれば、たしかに
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申請どおりの事業を実施されていないと認められ、団体として構成員との協議の結果、

申請を取下げし交付金も概算払いで受領した全額を返納すると判断したのであれば団

体の意向を尊重すべきではないか。

・次年度以降に期待し、とても良い活動であると思うので、今回の件がもとで今後地

域活動交付金の申請を躊躇し活動を中止してしまわないよう配慮してもらいたい。

≪川田ふれ愛隊の変更内容に対する意見≫

・団体からの説明を聞いたが、いまいち今後の活動実施の様子がわかりづらい。

・菜の花の植え付けを１月に行うとの説明があったが、菜の花が１月に植え付けて正

常に生育するのか疑問である。（他の委員より１月植えでも大丈夫であるとの発言あ

り。）

・全体的にもう少し今後の事業実施が明確にわかるような資料（簡単な事業実施する

土地の図面など）を団体に提出していただき、再度次回地域協議会であらためて協議

することとしてはどうか。

◯決定事項

花・笑顔・ふれあう会については、団体の意向を尊重し申請取下げ、さらに一部概

算払いにより交付した２００，０００円も全額返納していただくこととして事務局に

より事務手続きをするめることとして承認がされた。

川田ふれ愛隊については、変更に係るもう少し詳細内容のわかる資料提供を求め、

提出された資料をもとに、次回地域協議会で再度変更することが適当であり、これが

本地域活動交付金の制度として認められるか否かを判断することとされ、事務局によ

り団体に対しこの内容を伝えることとして協議を終了した。

第２号議案 委員構成及び分科会の構成について

事務局により資料説明後、資料に基づき検討に移った。

（主な意見）

・次年度も本年度同様２名定数が減り、これによって分科会の人数も減るとのことで

あるが、実際の運営上困ってしまうものか。

・数年地域協議会委員、また分科会の委員もやってきたが、さらに２名の委員が減っ

ても困ることは無いと思う。

・分科会に女性委員が２名しか入っていないことから、もう少し女性委員が参加して

もらえることが望ましいと感じる。

・本年度地域計画が策定され、今後分科会の役割が益々重要になってくる。そうした

ことも踏まえ委員定数、また分科会の委員構成も検討していく必要がある。

◯決定事項

上記意見を踏まえ、今回の地域協議会では採決などの決定は次回地域協議会に見送

り、委員各自少し考えて来ていただくこととして本件は協議を終了した。

第３号議案 地域の足の確保検討事業について

分科会委員長より資料説明の後、資料に基づき検討に移った。

（主な意見）

・地域の足を確保するための検討組織立ち上げに、高齢者を対象に絞って検討を進め

るとのことであるが、そのように進めるのであれば老人クラブもこの組織の構成員に
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参加していただいたらどうか。現状を把握するのに一番良いと感じる。

・高齢者を対象に絞るとのことであるが、障害者のことも同時に考え検討して行くべ

きではないか。

◯決定事項

上記意見があったことにより、再度分科会において検討をすることとし、今回の地

域協議会では採決などの決定は次回地域協議会に見送り、次回の地域協議会において

分科会で検討した内容について再度上程のうえ協議、採決を実施することとし、本件

の協議は終了した。

３ 確認事項

①地域活動交付金進捗状況について

本年度採択された申請団体の活動進捗について、事務局より資料説明がされた。

②スポーツバイクによる地域活性について

雁峰山（具体的には片山地区、徳定地区）の赤道を活用し、スポーツバイクを通し

て市外の方のみならず、地域の方々も含め地域の活性化を図る事業を市役所スポーツ

ツーリズム推進課が検討をしている旨の説明が事務局よりされた。

また、本件については千郷の地域計画の記載内容にも合致する部分もあり、地域協

議会としても承知と応援をしていってはどうかとの意見があった。

事業実施場所について判りづらいが概ねやろうとしている内容は判ったとして、今

後進捗がありしだい随時地域協議会の場において事務局、また場合によってはスポー

ツツーリズム推進課職員に地域協議会に出席していただき報告を受け情報共有を図る

こととなった。

③今後の地域協議会及び地域計画策定分科会の開催内容について

本年度の今後開催を予定している地域協議会、分科会の日程、また会議内容につい

て、事務局より資料説明がされた。

上記３点について意見や質疑も無かったため、確認事項については終了した。

その他として、小山委員が持参された配付資料（野田城跡の看板写真）について、

小山委員より説明がされ、次年度地域自治区予算事業計画にも盛り込まれ建議した事

業のひとつとして推進を図るための意見交換、確認等がされた。

４【連絡事項】

事務局より以下のとおり連絡がされた。

「第１０回 地域計画策定分科会」の日程について

次回：令和元年１２月１１日（水）午後７時から 西部公民館 会議室

「第１０回 地域協議会」の日程について

次回：令和元年１２月１８日（水）午後７時から 西部公民館多目的ホール

５ 閉会

千郷地域協議会終了時刻 午後９時１０分


